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(1)　第1839号　2021年３月25日

関東甲地連青年女性協議会
夏期交流集会

日　時 ７月11日（日） 13：30 開会
場　所 東京・自治労関東甲会議室
内　容 オンラインによる集会

の
取
得
方
法
の
改
善
と
県
職

並
み
の
家
族
看
護
休
暇
の
獲

得
を
め
ざ
す
」、
国
保
労

組
・
桒
田
代
議
員
か
ら
「
レ

セ
プ
ト
審
査
業
務
の
統
合
問

題
と
職
場
・
雇
用
の
確
保
に

向
け
た
取
り
組
み
強
化
」
―

の
発
言
が
あ
り
、
執
行
部
答

弁
の
あ
と
会
計
報
告
・
一
般

経
過
報
告
を
全
体
の
拍
手
で

承
認
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
第
１
議
案
「
当
面

の
闘
争
方
針（
案
）」
か
ら
第

３
号
議
案
ま
で
一
部
割
愛
し

提
案
し
ま
し
た
。

　
と
く
に
、
当
面
の
闘
争
方

針
で
は
来
年
７
月
の
第
　
回
26

参
議
院
選
挙
に
お
い
て
、
自

治
労
本
部
が
「
鬼
木
ま
こ

と
」
書
記
長
を
、
立
憲
民
主

党
か
ら
組
織
内
候
補
と
し
て

大
防
止
策
を
講
じ
た
上
で
、

報
告
・
議
案
提
案
を
一
部
割

愛
し
、
午
後
か
ら
の
短
縮
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
会
冒
頭
、
東
日
本
大
震

災
か
ら
　
年
目
に
あ
た
り
、

10

黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。

　
次
に
、
賀
波
澤
光
理（
県

職
連
合
）、
松
岡
渉（
河
内
町

職
）の
両
代
議
員
を
議
長
団

に
選
出
し
た
あ
と
、
千
歳
委

員
長
が
県
本
部
執
行
部
を
代

表
し
て
あ
い
さ
つ
し
、
春
闘

を
は
じ
め
当
面
す
る
諸
課
題

へ
の
各
単
組
の
参
加
と
新
執

行
部
信
任
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。
　
一
般
経
過
・
会
計
報
告
に

つ
い
て
は
割
愛
し
、
質
疑
討

論
に
入
り
、
行
方
市
職
の
古

渡
代
議
員
か
ら
「
療
養
休
暇

擁
立
す
る
こ
と
を
決
定
し
た

こ
と
を
受
け
、
県
本
部
・
単

組
は
推
薦
決
定
と
支
持
拡
大

に
向
け
取
り
組
み
を
進
め
る

こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
質
疑
で
は
、
鹿
嶋
市
職
の

君
和
田
代
議
員
か
ら
「
会
計

年
度
任
用
職
員
の
雇
止
め
に

係
る
取
り
組
み
と
処
遇
改
善

を
め
ざ
す
取
り
組
み
へ
の
決

意
」、
那
珂
市
職
の
木
内
代

議
員
か
ら
「
家
族
看
護
休
暇

の
県
職
並
み
制
度
改
善
獲
得

と
賃
金
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
に
関

す
る
対
策
強
化
の
要
請
」
に

つ
い
て
の
発
言
が
あ
り
、
執

行
部
答
弁
の
あ
と
採
決
に
移

り
挙
手
多
数
で
可
決
決
定
し

ま
し
た
。

　
続
い
て
、
役
員
選
挙
が
行

わ
れ
た
あ
と
、
大
会
ス
ロ
ー

ガ
ン
・
大
会
宣
言
の
採
択
が

あ
り
、
新
旧
役
員
の
あ
い
さ

つ
が
続
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
千
歳
委
員
長
の
音

頭
で
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
を
三

唱
し
、
春
闘
山
場
に
向
け
た

闘
う
決
意
を
固
め
ま
し
た
。

　
な
お
、
後
日
、全
役
員
が

信
任
さ
れ
ま
し
た
。

る
中
で
闘
う
方
針
を
決
定
す

る
と
と
も
に
新
執
行
体
制
を

確
立
し
ま
し
た
。

　
今
大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

　
県
本
部
は
３
月
　
日
、
ひ

11

た
ち
な
か
市
那
珂
湊
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
第
１
１
９
回

臨
時
大
会
を
開
き
　
単
組
１

38

７
９
名
の
代
議
員
が
参
加
す

次
期
参
院
選
は
鬼
木
ま
こ
と
を
推
薦

謂

井

遺

亥

違違違違違違違違違違

違違違違違違違違違違

医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
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医
医

医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医

団結ガンバローで闘う決意を固めた県本部第119回
臨時大会

第
１
１
９
回
県
本
部
臨
時
大
会
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2021年度県本部執行体制
執行委員長 千歳　　益彦（県職連合）・離席専従
副執行委員長 花島　　浩之（牛久市職）・専従
書　記　長 生井澤　律子（鹿嶋市職）・専従
書 記 次 長 柳生　　貴史（日立市職）・専従
組 織 部 長 谷田部　恵太（大子町職）・専従 
財 政 局 長 鈴木　　良博（水戸市職）・非専従
執行委員 鈴木　　秀文（県職連合）
　　〃 藤枝　　芳実（県職連合） 
　　〃 塙　　　　淳（県職連合） 
　　〃 青木　　幸子（県職連合） 
　　〃 佐藤　　佑介（高萩市職）
　　〃 宮田　竜一郎（常陸大宮市職）
　　〃 菅谷　　賢一（水戸市職）
　　〃 今瀬　　　匠（大洗町職） 
　　〃 古徳　　典子（神栖市職） 
　　〃 作田　　友貴（取手市職） 
　　〃 松岡　　　渉（河内町職）
　　〃 坪沼　　友翔（かすみがうら市職）
　　〃 草地　　孝幸（日立市社福労）
会計監査 小室　　正勝（県職連合）
　　〃 久松　　栄一（つくば市職）
　　〃 宮河　　哲也（東海村職）

【特別執行委員】　
県労働者福祉協議会専務理事

日下部　好美（牛久市職出身）
県地方自治研究センター理事長

鈴木　　博久（水戸市職出身）
県地方自治研究センター副理事長

黒江　　正臣（県職連合出身）
石岡市議会議員

岡野　　孝男（石岡市職出身）
水戸市議会議員

飯田　　正美（水戸市職出身）
鹿嶋市議会議員

菅谷　　　毅（鹿嶋市職出身）

【離籍専従役員】
茨城県職員組合書記長　　藤枝　　芳実

大会あいさつ要旨

　東日本大震災の発災・福島第１原発事故から10年となります。10年を迎え
た現在でも、多くの課題が未だ解決しておりません。今後とも、東日本大震
災・福島原発事故を風化させない、教訓とした取り組みが求められています。
　また、コロナ感染に対する医療・福祉・清掃・窓口職場をはじめ、すべて
の公共サービス職場にて、業務負担増の中での対応に、改めて敬意を表した
いと思います。
　さて、春闘を秋の賃金確定闘争のスタートと位置付け、春闘期に組合員の
要求をまとめ、当局に提出し、交渉・協議していただくことが、何よりも重要と
考えております。１つでも要求の前進が図れるよう、取り組みをお願いしま
す。特に、県職水準到達として、初任給・国公４号上位、昇給加算による給
与水準の改善、長期不妊治療休暇制度や、家族看護休暇の創設など、各単
組において波及させる取り組みを追求していきたいと思います。また、時間外
労働不払いの解消、時間外労働の縮減と人員確保、労基法36条協定締結な
どを推進するため、当局との協議・交渉を行い「真の働き方改革」の実現を
図りながら労働組合の存在意義を高めていくことが必要です。
　次に、臨時・非常勤職員の処遇改善・組織化の取り組みについてです。全
国的にも県内も、自治体間の格差が生じていることが明らかになっています。
具体的要求を掲げ、交渉・協議を進めることを提起してまいりましたが、その
到達状況と組織化の現状は、十分なものとはなっておりません。引き続き、臨
時・非常勤職員の処遇改善と組合員加入・組織化に全力をあげていきたいと
思っております。
　２点目は、組織の強化・拡大の課題です。今後４年間で２千５百名の組
織拡大をめざしましたが、県本部組織人員は、昨年度より２百人余りの減少と
なっています。まずは、４月新規採用職員が配置となりますから、全単組での

全員加入をめざし、組織化の準備と対応を各単組でお願いしたいと思いま
す。
　３点目は、定年延長の課題についてです。今通常国会で上程がされなけれ
ば、夏の人事院勧告での新たな対応が示される必要があります。現時点で
は、総務省・人事院とも当初予定の２０２２年４月からの段階的定年年齢引上げ
の方針変更はないものとの見解を示していることから、法案上程・成立後は、
来年度中の自治体での条例化、説明・移行準備と時間的な余裕はないものと
考えております。再任用職員の給与格付け改善などの課題と合わせ、対応を
図っていかなければなりません。
　最後に、政治の状況についてです。昨年９月に就任した菅首相は、「自
助・共助・公助」を掲げ、規制緩和路線、憲法改正など安倍政権の政策を
継承するとしています。今、求められているのは、前政権の継承ではなく、公
的医療・福祉、保健所をはじめとする自治体の機能拡充であり、公共サービ
スの規制緩和・安上がりで小さな政府をめざす新自由主義に基づく政策の責
任と、変更こそが求められていることを共有したいと思います。このような強権
的な菅自公政権の政治を変えていかなくてはなりません。秋までには実施され
る次期衆議院選挙において、連合茨城の推薦候補、５区浅野さとし、６区青
山やまと両氏をはじめ各選挙区の対応を、議案としてお示ししておりますの
で、ご確認をいただき、野党候補の勝利をめざしていきたいと思います。
　さらには、来年に実施されます、第２６回参議院選挙に、自治労は、自治労
本部書記長鬼木まことさんを組織内候補として擁立をすることを決定いたしまし
た。本日議案にて、お示しをしておりますので、自治労の政策実現、公共
サービスの充実に向けて、推薦を県本部全体で確認いただき、全国の自治労
の仲間とともに取り組みの浸透を図ってまいりたいと思います。

春闘をスタートに賃金闘争を闘おう　　　　　　県本部執行委員長　千　歳　益　彦
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県
本
部
は
３
月
　
日
、
水

12

戸
駅
前
で
「
公
共
サ
ー
ビ
ス

に
も
っ
と
投
資
を
！
」
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
地
域
ア
ピ
ー
ル

行
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
こ
の
行
動
は
、
自
治
労
の

提
起
す
る「
参
加
す
る
春
闘
」

の
一
環
と
し
て
、
全
国
的
に

取
り
組
ま
れ
た
も
の
で
、
市

民
に
向
け
、
駅
頭
で
プ
ロ
ジ
 

ェ
ク
タ
ー
に
よ
る
動
画
放
映

と
マ
ス
ク
付
き
チ
ラ
シ
を
配

布
す
る
取
り
組
み
で
し
た
。

　
動
画
で
は
全
国
の
地
方
公

務
員
数
や
保
健
所
数
の
削
減

が
進
め
ら
れ
て
き
た
状
況
な

ど
を
説
明
。
と
く
に
、

「
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
」

と
し
て
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
と

公
共
サ
ー
ビ
ス
労
働
者
に
つ

い
て
、「
な
く
て
は
な
ら
な

い
仕
事
」
と
し
て
、
と
り
わ

け
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
、
仕
事

の
重
要
性
と
存
在
価
値
を
市

民
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
意
義
あ

る
行
動
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
「
小
さ
な
政

府
」・「
市
場
原
理
」
に
基
づ

く
行
財
政
改
革
に
よ
っ
て
、

自
治
体
の
財
政
難
や
人
件
費

削
減
が
進
め
ら
れ
国
民
の
生

命
や
安
全
が
脅
か
さ
れ
て
き

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

公共サービスにもっと投資を
動画とチラシ配布で市民にアピール

水戸駅で公共サービスキャンペーンを展開

ま
し
た
。

　
今
こ
そ
政
府
に
対
し
て

「
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
も
っ
と

投
資
を
」
と
迫
り
、
人
材
の

確
保
・
育
成
や
処
遇
改
善
に

よ
る
豊
か
な
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
訴

え
、
世
論
の
支
持
を
得
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

過去25年間の全国保健所数の推移
200720062005200420032002200120001999199819971996年　　度

518535549571576582592594641663706845保健所数

2020201920182017201620152014201320122011201020092008

469472469481480486490494495495494510517

保健所数
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■略歴
1963年 福岡県 筑  紫  野  市 生まれ

ちく し の し

1976年 福岡県筑紫野市立二日市小学校卒業
1979年 福岡県筑紫野市立二日市中学校卒業
1982年 福岡県立筑紫高等学校卒業後
 福岡県庁入職県税事務所（徴収等）、
 保健所（環境・公衆衛生）、総務事務
 センター（福利厚生）などを担当
1989年 福岡県職員労働組合　青年部長
 自治労福岡県本部　青年部書記長
1996年 福岡県職員労働組合　筑紫支部長
2005年 福岡県職員労働組合　執行委員
 （労安部長）
2006年 福岡県職員労働組合　副委員長
2010年 福岡県職員労働組合　書記長
2012年 福岡県職員労働組合　委員長
2014年 自治労中央本部　組織対策局長
2015年 自治労中央本部　総合公共民間局長
2019年 自治労中央本部　書記長
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新
春
ク
ロ
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ワ
ー
ド
ク
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ズ
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選
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発
表

  常
陸
牛
１
万
円
セ
ッ
ト
な
ど
　
名
に
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機
関
紙
「
自
治
労
茨
城
」

新
年
号
２
０
２
１
新
春
ク
ロ

ス
ワ
ー
ド
ク
イ
ズ
の
抽
選
会

が
３
月
　
日
、
自
治
労
会
館

17

で
行
わ
れ
、

３
１
６
名
の

応
募
者
全
員

が
正
解
す
る

中
で
千
歳
委

員
長
が
抽
選

し
、
次
の
方
 

（々
敬
称
略
）

が
当
選
し
ま

し
た
。

　
賞
品
は
責

任
を
持
っ
て

お
送
り
し
ま

す
。

 ク
イ
ズ
の
答
え
 

オ
セ
チ
リ
ョ
ウ
リ

　
応
募
総
数
 ３
１
６
通

　
正
解
者
数
 ３
１
６
名

◇
県
本
部
特
別
賞
（
常
陸
牛

１
万
円
セ
ッ
ト
５
名
）

佐
藤
　
忠
良
（
県
職
連
合
）

梶
山
　
茂
美
（
県
職
連
合
）

山
下
　
幸
治
（
県
職
連
合
）

廣
瀬
　
洋
司
（
県
職
連
合
）

山
田
　
和
久
（
水
戸
市
会
計

年
度
任
用
職
員
組
合
）

◇
県
本
部
特
別
賞
（
常
陸
牛

５
千
円
セ
ッ
ト
　
名
）

10

青
木
美
紀
子
（
日
立
市
職
）

海
老
沢
亜
希
子
（
水
戸
市
職
）

堀
江
　
春
樹
（
水
戸
市
職
）

山
﨑
　
　
勇
（
牛
久
市
職
）

安
嶋
　
勝
弘
（
常
陸
太
田
市
職
）

小
圷
　
奉
行
（
県
職
連
合
）

会
沢
　
英
明
（
県
職
連
合
）

多
比
良
和
生
（
県
職
連
合
）

長
谷
川
貴
弘
（
県
職
連
合
）

根
本
　
　
孝
（
県
職
連
合
）

◇
自
治
労
県
本
部
賞
（
ク
オ

カ
ー
ド
５
千
円
分
）　
名
10

小
花
美
智
子
（
取
手
競
輪
労
組
）

野
原
　
準
子
（
那
珂
市
職
）

中
村
　
　
剛
（
水
戸
市
職
）

吉
田
　
正
也
（
龍
ケ
崎
市
職
）

渡
辺
　
文
明
（
県
職
連
合
）

高
城
　
宏
之
（
県
職
連
合
）

諏
佐
　
康
太
（
県
職
連
合
）

小
沼
　
和
寛
（
県
職
連
合
）

坂
入
　
和
実
（
県
職
連
合
）

假
谷
　
哲
朗
（
県
職
連
合
）
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